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Ⅰ 社会情勢 
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人口の動向（全国・大阪府） 

  全国では、2005年に初めて自然減となり、以降減尐傾向。 
  大阪府は、1950～70年代に急増し、2011年の887万人をピークに減尐。 

出典：総務省「平成22年国勢調査」 
   国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（平成24年1月推計） 
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出典：総務省「平成22年国勢調査」 
    大阪府企画室「人口減尐社会白書」（平成24年3月） 
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国際競争力の推移（全国） 

  日本は、90年代後半以降、20位前後に転落。 
  近年は、アメリカ・シンガポール・香港が上位を占めている。 

出典：IMD「World Competitiveness Yearbook」 
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海外留学の状況（全国） 

  長らく増加傾向であったが、2004年をピークに減尐傾向。 
  2008年から2009年は10.3％減尐。 

出典：文部科学省「日本人の海外旅行者数」（平成24年1月） 
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貧困率の推移（全国） 

  相対的貧困率、子どもの貧困率ともに上昇傾向にある。 
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出典：厚生労働省「平成22年国民生活基礎調査」 

※相対的貧困率：貧困線に満たない世帯員の割合（OECD基準） 
※子どもの貧困率：17歳以下の子ども全体に占める、貧困線に満たない17歳以下の子どもの割合（OECD基準） 
※貧困線：世帯の手取り収入相当額を世帯人員数等で調整した値で並べ、その中央に位置する値の半分の額。 
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生活保護の状況（全国・大阪府） 

  全国・大阪府とも増加傾向。 
  大阪府は昭和５０年以降、全国平均を上回っており、近年特に急激に増加。 

出典：大阪府社会援護課「大阪府の生活保護」（平成24年3月） 
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学習費の状況（全国） 

  学習費総額は、私立が公立を約2.3倍上回っている。 
  補助学習費（学習塾費等）は、収入が高い世帯ほど増加。 

出典：文部科学省「平成22年度子どもの学習費調査」 
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若年者の完全失業率の推移（全国） 

  近年は、改善傾向にあったが、リーマンショック以降に再び悪化。 
  若年層は、全年齢平均より常に高い水準であり、相対的に厳しい雇用環境。 

出典：総務省「労働力調査」 
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若年者の非正規雇用率の推移（全国） 

  男女とも、非正規雇用率は年々上昇。 
  男性は、15～24歳で男性平均を上回っている。 
  女性の若年層は、女性平均を下回っているものの、全年齢平均は上回っている。 

出典：総務省「労働力調査」 
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Ⅱ 府立高校の状況 
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学校数の推移（全国・大阪府） 
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  全国・大阪府とも同じような増減傾向。 
  昭和６０年頃からはほぼ横ばいだったが、近年は緩やかな減尐傾向で推移。 
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生徒数の推移（全国・大阪府） 

  全国・大阪府とも同じような増減傾向で推移し、平成元年をピークに減尐。 
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出典：文部科学省「学校基本調査」 ※ 国立・公立・私立の計（全日制・定時制のみ） 
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高校数・生徒数（大阪府） 
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（平成２３年５月１日現在） 

高等学校数 
（校） 

生徒数 
（人） 

国   立 1 1,336 

公 
 

立 

大阪府立 139 123,276 

大阪市立 22 14,520 

その他市立 3 2,846 

私   立 95 85,203 

合   計 260 227,181 

【大阪府内の高等学校数】 

出典：文部科学省「学校基本調査」 
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課程別学校数（全国・大阪府） 

全国（公立） 大阪府立 

全日制の課程 3,551 133 

定時制の課程 651 18 
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※定時制には多部制単位制６校を含む。 

出典：文部科学省「学校基本調査」（平成２３年度） 

（平成２３年５月１日現在） 
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課程別生徒数（全国・大阪府） 

全国 大阪府 

全日制の課程 3,233,248 217,544 
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通信制の課程 188,251 16,243 
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（平成２３年５月１日現在） 【課程別生徒数】 
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出典：文部科学省「学校基本調査」（平成２３年度） 



学科数の推移（全国） 
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※ 国・公・私立を対象（全日制・定時制のみ） 
※ 学科数について、同一の学科が全日制・定時制の両方に設置している場合は１として計上。 
※ 「その他」には、理数、体育、音楽、美術、外国語、国際関係等の学科がある。 
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府立高校の課程・学科別生徒数 

全日制の課程 

普通科 92,252 79.8% 

農業に関する学科 1,172 1.0% 
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体育科 315 0.3% 

理数科 314 0.3% 

総合科学科 1,081 0.9% 
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（平成２３年５月１日現在） 【課程・学科別生徒数】 
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通学区域（主要都府県・大阪府） 

大阪府 東京都 神奈川県 静岡県 愛知県 京都府 兵庫県 福岡県 

都府県立 139 191 143 95 148 54 138 94 

政令市立 
23 

（大阪市22） 
― 14 4 14 9 12 5 

その他市立 2 0 1 2 1 0 11 7 

合計 164 191 158 101 163 63 161 106 

政令市割合 
14.0% 
（大阪市
13.4%） 

― 8.9% 4.2% 9.5% 16.7% 8.7% 5.3% 

通学区域 4 なし なし なし 2 6 16 13 

【主要都府県内の公立高等学校数】  

貝塚市 

熊取町 

 
泉佐野市 

泉南市 

田尻町 

阪南市 

岬町 

 

能勢町 

豊能町 

箕面市 池
田
市 

茨木市 
高槻市 

豊中市 

吹田市 摂津市 寝屋川市 交野市 

守口市 

門真市 
四条畷市 

大東市 

東大阪市 

八尾市 

柏原市 
藤井寺市 

松原市 

羽曳野市 美原町 

大
阪
狭
山
市 

富田林市 

太子町 

河南町 

千早赤阪村 

 河内長野市 

堺市 
高石市 

泉大津市 

和泉市 

岸和田市 

大 阪 市 

枚方市 

島本町 
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４区 

21 

 大阪府では、学区改編にかかる学校教育審議会答申（平成１７年５月）を踏まえ、学校の
選択幅の拡大や、学区間の学校数の不均衡是正等を理由に、平成１９年度から４学区で
入学者選抜を実施している。 

  「大阪府立学校条例」では、平成２６年度選抜から通学区域を府内全域へと設定を見直
すこととしている。  

  他府県と比較すると、大阪府は政令市立の高等学校が占める割合が高い方である。 

出典：文部科学省「学校基本調査」（平成２３年度） 



学級規模（主要都府県・大阪府） 

大阪府 千葉県 東京都 神奈川県 静岡県 愛知県 京都府 兵庫県 広島県 福岡県 全国 

３学級以下 1 7 9 0 13 7 6 20 26 1 577 

４～５学級 12 36 35 10 22 19 6 20 17 34 862 

６～７学級 58 29 103 91 40 55 17 60 21 28 1,114 

８～９学級 61 50 28 36 14 64 13 27 14 20 614 

１０学級以上 4 1 0 2 2 1 4 0 0 10 65 

合計 136 123 175 139 91 146 46 127 78 93 3,232 

【主要都府県の募集学級別学校数】 

出典：「富山県教育委員会 平成２４年度 全国公立高等学校 第１学年 募集状況」 ※都府県立、全日制の課程（本校のみ） 
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42.6% 

23.6% 
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16.0% 
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【主要都府県の募集学級別学校数の比率】 

22 

  全国に比べ、大阪府は８学級以上の割合が高く、４～５学級以下の割合が低い。   



府立高校の学級規模の推移 

139 
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23 

 平成２年頃まではほとんどの学校が１０学級以上の規模。 
  その後、学級規模の減尐が進み、８～９学級、６～７学級が増加。 
  平成１０年頃から中卒者数の減尐に伴い、８～９学級が減尐し、６～７学級が増加。 

  平成１７年頃からは、また学級規模がやや増加傾向にある。    

※大阪府教育委員会調べ 

（年度） 

（校） 



  平成２３年度選抜は、私立高校の授業料無償化拡大等の影響により公私間の流動化が
起こり、新たに設置された文理学科を含む前期選抜以外は大きく倍率を下げた。 

【公立高校の入学者選抜における志願倍率の推移】 
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公立高校の入学者選抜の状況①（大阪府） 
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公立高校の入学者選抜の状況②（大阪府） 

【公立高校（昼間の学校）の志願割れ状況】 

1 5 

17 

9 3 3 1 
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（注）校数・未満数とも二次選抜終了時点のデータ 

  志願倍率が大きく下がった平成２３年度選抜は、志願割れも突出している。 

※大阪府教育委員会調べ 

25 

（年度） 

（人） （校） 



高校の公私比率の推移（大阪府） 

 昼間の高等学校の募集人員については、平成２３年度選抜から公私受入分担比率
（７：３）の設定を廃止した。 

  公立の受入実績比率は、Ｈ２３年度に初めて７割を下回った。 
  公私の生徒数の比率は、概ね６：４で推移。 

昼間の高等学校における 
公立中学校卒業者の公私の受入実績比率の推移 
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※大阪府教育委員会調べ 

高等学校（全日制）の公私生徒比率の推移 
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公立中学校卒業者数の推移と将来推計（大阪府） 

147,907  

70,813  

77,220  

67,250  

60,000
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 平成２４年推計ではピーク時（昭和６２年）の約半数（５０．６％）である。 
  平成２６年までは増加し、その後減尐が続くと予測される。 

選抜年度 卒業者数 対ピーク時 

昭和62年 147,907 （実績） 100% 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

平成19年 71,570 （実績） 48.4% 

平成20年 72,123 （実績） 48.8% 

平成21年 70,813 （実績） 47.9% 

平成22年 74,348 （実績） 50.3% 

平成23年 72,298 （実績） 48.9% 

平成24年 74,800 50.6% 

平成25年 75,100 50.8% 

平成26年 77,220 52.2% 

平成27年 75,170 50.8% 

平成28年 74,210 50.2% 

平成29年 73,240 49.5% 

平成30年 70,850 47.9% 

平成31年 68,910 46.6% 

平成32年 67,250 45.5% 

【公立中学校卒業者数】 【公立中学校卒業者数の推移】 

※平成24～32年度は学校基本調査（平成23年5月1日現在）による 
府内公立小・中学校在籍児童・生徒数から推計。 

推計値 実績値 

（人） 

27 ※大阪府教育委員会調べ 
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ICTの整備と活用状況（教員用） 

全国平均 
116.3% 

※「教員の校務用コンピュータ整備率」は、 
   「教員の校務用コンピュータ台数」を教員数で除したもの。 

（平成23年3月1日現在） 

28 出典：文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」 



ICTの整備と活用状況（生徒用） 

（平成23年3月1日現在） 

3.74 3.66

0.0

1.0
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3.0

4.0

5.0

大阪府立大阪市立

全国平均 
5.0 

※「教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数」とは、
平成22年5月1日現在の児童生徒数を「教育用コン
ピュータ総台数」で除したもの。 

29 出典：文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」 



施設設備の耐震化率（全国・大阪府） 

出典：文部科学省「公立学校施設の耐震改修状況調査」（平成23年8月） 

公立学校の耐震化率の推移 
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教職員数（全国・大阪府） 

（平成２３年５月１日現在） 【府立高校の教職員数】 
勤務 
区分 

フルタイム勤務者 再任用短時間勤務者 

合計 
（A）+（B） 

職名 
校長 
准校長 

    

小計 

    

小計 

    

小計 

    

小計 
技術
職員 

計 
（A） 

教諭 
養護
教諭 
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助手 

事務
職員 

技術
職員 

計 
（B） 

教頭 
教諭 

講師 
養護 
教諭 

養護 
助教諭 

実習 
助手 

臨時 
実習助手 

事務 
職員 

臨時 
主事 

人数 154  7,394  749  8,143  237  37  274  404  0  404  433  0  433  181  9,589  603  4  16  113  71  807  10,396  

241,506  

15,159  
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5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000
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全国 
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【教員数の推移】 

※国立、公立、私立の計。 
※「教員」は、校長、教頭、教諭、助教諭、講師、養護教諭、養護助教諭、栄養教諭を含む。 

31 ※大阪府教育委員会調べ 

（年度） 

（人） （人） 



教諭の年齢構成（大阪府） 
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50～60歳 54％ 

40～49歳 17％ 

30～39歳 17％ 

20～29歳 12％ 

平均 46.5歳 

府立高等学校教諭の男女別年齢構成 

※現員：平成２３年５月１日現在、年齢：平成２４年３月３１日時点 32 ※大阪府教育委員会調べ 

女性教諭 

人数 2,697人 

女性率 約37％ 

男性教諭 

人数 4,690人 

男性率 約63％ 

（人） （人） 

（歳） 



教諭の新規採用の状況（大阪府） 

※大阪府教育委員会調べ 

府立高校の新規採用教諭数の推移 
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Ⅲ 生徒をめぐる状況 

34 



中学校卒業後の進学率・就職率の推移（全国・大阪府） 

  昭和５０年頃までは、進学率は大阪府が全国を上回っている。 

  以降は、全国・大阪府ともほぼ同じような増減傾向。（高等学校等への進学率約９８％）   

大阪府(H23)：98.0% 

大阪府(H23)：0.5% 

全 国(H23)：98.2% 

全 国(H23)：0.4% 
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※高校進学率＝高等学校等の進学者／中学校等の卒業者 
※国立・公立・私立の計（全日制・定時制のみ） 

出典：文部科学省「学校基本調査」 

（年度） 
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高校卒業後の進学率の推移（全国・大阪府） 

  全体的な傾向は、全国・大阪府ともほぼ同じような増減傾向にあり、大阪府が全国に
比べ進学率が高い傾向にある。 
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出典：文部科学省「学校基本調査」 ※進学率：大学、短大等への進学率（専門学校は含まず） 36 
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高校卒業後の就職率の推移（全国・大阪府） 
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出典：文部科学省「学校基本調査」 

  全体的な傾向は、全国・大阪府ともほぼ同じような増減傾向にあり、大阪府が全国に
比べ就職率が低い傾向にある。 
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高校生の進路に関する意識①（全国） 

出典：全国高等学校PTA連合会・株式会社リクルート合同調査「第5回高校生と保護者の進路に関する意識調査（2011年）」 
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高校生の進路に関する意識②（全国） 

出典：全国高等学校PTA連合会・株式会社リクルート合同調査「第5回高校生と保護者の進路に関する意識調査（2011年）」 
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＜将来働くことについての気がかり（該当するもの５つまで）＞ 
（％） 
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高校生の進路に関する意識③（全国） 

出典：全国高等学校PTA連合会・株式会社リクルート合同調査「第5回高校生と保護者の進路に関する意識調査（2011年）」 
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＜進路指導について要望すること（該当するもの全て）＞ 
（％） 
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暴力行為・いじめの状況（全国・大阪府） 

いじめ認知件数の推移 
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1,000人あたりの認知件数（全国） 

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

暴力行為発生件数の推移 
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  暴力行為の発生件数は、全国・大阪府とも概ね横ばい。 
  大阪府の暴力行為の発生率は、全国平均を上回っている。 
  いじめの認知件数は減尐傾向だったが、平成22年度は増加。 
  大阪府のいじめの発生率は、全国平均を下回っている。 

（件） （件） （件） （件） 
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不登校の状況①（全国・大阪府） 

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

不登校生徒数の推移 
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  不登校生徒数は、全国・大阪府とも概ね横ばい。 
  大阪府の不登校生徒の割合は、全国平均を大きく上回っている。 
  不登校のきっかけは、大阪府では「本人の問題」に係る割合が増加傾向。 
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不登校の状況②（全国比較） 

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
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  大阪府は、不登校生徒数は全国で最多。 
  不登校生徒の割合も全国で最多。（全国平均：1,000あたり16.6人） 

都道府県別 不登校生徒数（平成22年度） 

※国公私立高等学校の計 

（人） （人） 
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中途退学の状況①（全国・大阪府） 

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 

  中退率は、全国・大阪府とも近年は減尐傾向。 
  事由別では、大阪府は「学校生活・学業不適応」、「学業不振」の割合が全国と比べて多い。 
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中途退学の状況②（全国比較） 

出典：文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
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  大阪府は、中途退学者数は全国で東京都に次いで多く、 中退率は全国で最多。
（全国平均：1.6％） 

都道府県別 中途退学者数（平成22年度） 

※国公私立高等学校の計 

（人） （％） 
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尐年非行の状況（全国・大阪府） 

  刑法犯尐年の検挙・補導人員は、全国・大阪府とも減尐傾向。 
  刑法犯尐年のうち高校生の占める割合は、全国ではやや減尐傾向だが、大阪府では
ほぼ横ばい。 

出典：警察庁「尐年非行等の概要」（平成24年2月）、大阪府警察本部「大阪の尐年非行等の概要（平成23年版）」 
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